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１．はじめに 
東京湾は，東京都，神奈川県，千葉県に面してお

り，流域人口約 2900 万人を抱える内湾である．安

藤ら 1）によると，東京湾の水質特性として T-N は

1980 年代半ばから濃度が減少する結果が示されて

いる．一方，湾奥部に着目した大塩（2011）2）の解

析結果（図-1）によると，COD は，中央防波堤周

辺の海水停滞区域において高濃度であり，T-N,T-P

濃度は河口部で環境基準値を約 4 倍超過している

ことが示された．本研究では，東京湾流域の流入負

荷に着目し，下水道普及と湾の水質の関係を明らか

にすることを目的とする． 
 
 
 
 
 
 
２．東京湾流域の下水道普及 
 東京湾には現在 27 か所の下水処理場が設営され

ている．図-2 に下水処理場の地点を，図-3 に下水

処理場の可動開始状況を示す． 

 下水処理施設は，1960年頃から増加し始め，1999

年に現在の 27か所が稼動するまでに至った． 

本研究では，東京湾に面する 27 か所の下水処理

場から 1985年度～2010年度までの COD，T-N，T-P

の濃度，一部の下水処理施設に関して放流水量を各

自治体から提供していただいた．自治体からのデー

タ提供を基に，放流水質の経年変化を求め，湾の水

質との関係を考察する． 
３．結果および考察 
本研究では，水質変化が著しい湾奥部に位置し，

日放流量の大きい NO.11，NO.12，NO.14 について

解析を行う．以下の表-１に 2010年度における 3地

点の放流量を示す． 

 

  

(1) COD 特性  

3地点におけるCOD濃度の経年変化 3）を図-4に，

負荷量を図-5に示す． 図-4のNO.14においては，

1990 年代前半で高濃度であったが，その後減少傾

向にあることが分かる．他の地点では濃度変化の大

きな変化は確認できない．負荷量に関しては 3地点

ともに大きな変化が認められなかった．湾奥部での

COD 濃度は中央防波堤付近で高濃度を示している

が，放流口付近の測定地点では放流水の影響が認め

られない． 
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図-1 1998～2009 年度の平面濃度分布（平均値） 

図-3 下水処理場の可動開始状況 

図-2 東京湾流域の下水処理場 

表-1 3 地点における 2010 年度の放流量（×105m3/day）

NO.11 NO.12 NO.14
10.97 5.66 3.76
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（2）T-N特性 
 3地点における T-Nの濃度の経年変化を図-6に，

T-N負荷量を図-7に示す．T-Nの濃度は，全体で減

少傾向にあり，特に NO.14で 1995年度～2000年度

にかけて値が半減している．図-7 の負荷量におい

ては，全体で負荷量が減少してきていることが分か

る．このことから，放流濃度および負荷量は減少傾

向であり，影響範囲は最も近い水質調査点付近での

み関係し，湾奥部の水質への寄与は小さいと考えら

れる． 

（3）T-P特性 
3 地点における T-P の濃度の経年変化を図-8 に，

T-P負荷量を図-9に示す．T-Pの濃度変化は他の項

目に比べて，年間毎の数値が変動しているが，大き

な変化は認められない．負荷量も NO.11で上昇して

いるが大きな変化は認められない．T-Pが東京湾に

与える影響は T-N と同様に放流口付近での限定的

影響に留まり，湾奥部の水質への寄与は小さいと考

えられる． 

４．まとめ 

 下水処理施設は，1960 年頃から増加し，1999 年

に現在の 27か所が可動するまでに至った．  

解析の結果，下水放流水の影響範囲は限定的であ

り，湾奥部の水質に影響を与えるほどの寄与は少な

いと考えられる． 
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図-4 COD 濃度経年変化 

図-7 T-N 負荷量経年変化 

図-8 T-P 濃度経年変化 

図-9 T-P 負荷量経年変化 

図-6 T-N 濃度経年変化 

図-5 COD 負荷量経年変化 


